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集まりである。 しかし個別に詳 しく見ると、出身地ごとに組織 されていたりする。世界各地のチ
ャイナタウンがあるところにはたいていこういう組織があるが、 部外者は立ち入れない ようにな
っていることが多いことか ら、その存在があまり知 られていないのかもしれない。























図1は筆者の述べる同姓団体 を全て包括 している。一部の同郷団体は 「宗親団体」と同じ実態
を有している。
まず、「宗親団体」には先ほどか ら出ている「宗親会」と「宗親総会」との二つがある。組織の規
模か らいうと、普通は宗親会の方が小 さい。この組織が作 る祖先祭祀の施設は、「宗祠」と呼ばれ
ており、比較的小 さい。一方の宗親総会は、会員数も多くて財政基盤 も強いので、建設される建物





















きいものと小さいものがあり、小 さいものでは村とか県の単位で作 られている。 その場合、会館
という名称を組織名称 としては使わず、同郷会 と呼ぶことが多い。





また、宗族は生活共同体でもある。 つ まり、一村落が一つの宗族のメンバーによって占め られ
ているということが少なくないのである。中国の南方、特 に福建省や広東省では、一つの村ある
いは村が複数集まった郷 という単位が、全て同姓の原居民によって構成されているところもある
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同姓団休の事例にみるトランスナショナリティ
つぎに、タイの事例 を見てみたい。 まずは陳氏の事例を見た後に、林氏の事例を紹介する。陳












こうした点に鑑み、筆者が最近編集 した論集には『拡大する中国世界 と文化創造 一 アジァ太
平洋の底流』(2002)という書名がつけられている。 この「拡大する…」という表現は、移民 した
後に現地の文化の中に溶け込み同化し、自らのエスニックなアイデンティティが無くなるというの







しかし、私がタイに注 目する理由は、タイにおいては世界の潮流 に逆行 して、70年代以降にもこ




























(ほとんどすべてが中国語)は 、一切保存 されていない。 つまり、こういう団体 による出版物は、
すべてが一定期間に消費されることになる。関係者に配布されたら、もう数年のうちになくなり、
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年結成)。 タイと中国との経済関係が深 まるにつれて、こういった団体の関係者たちの勢いがつ







こういう宗親総会という団体を作 り、それらが組織 目標 として同姓者から寄付金を集めて立派
な大宗祠を造ろうとしていることから、これは中国の 「伝統文化」を復興する一つの運動ではない
か、文化復興 と呼んで良いのではないか と考えられる。 そこであえてもう一度整理しながら、な
にが問題なのか ということを考えてみたい。
華僑の祖国である中国では、共産党政権によって封建的な集団地主であると見なされた宗族
が解体された。 これは土地改革によるもので、文化大革命の終息 までにすべてが解体 されてい






























べて寄付によって、かなりの金額を集めて造 るのである。比較的早 く豪壮 な組織 を作ったところ















































が小 さな同姓者の団体 を統合するような形で作 られたもの、つまり宗親会や小 さな同郷会の上位
団体に当たるものである。これが宗親総会の特色の一つであろう。もう一つは、地方にある宗親
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始められたのだが、言うまでもなく大陸の共産党が行った 「文化大革命」に対する一種の対抗的
なナショナリズムだと考えられる。 左のナショナリズムに対 して、右のナショナリズムが台湾の国
民党によって唱道 され、海外の華人社会 を政治的に自分たちの陣営に引き込 もうとした。その草
の根運動 として、これ ら宗親総会の結成が盛んになったのではないかとも考 えられる。つ まり祖
先祭祀は儒教の根本であり、大陸の共産党はそれを批判したのだが、中華民国ではそれが国の思
想 となっている。 こういうものが じつは、タイにおける華人たちによる文化復興運動の追い風に
なっていたのだと私は見ている。













者によって占められている。そして台湾出身者 も巻 き込んではいるが、林氏の場合 にも潮州系の
指導力が強いということがはっきりと分かる。高額の寄付 をした人物像を見てみると、平均年齢
がほぼ53歳、ほぼ全員が中国で生 まれている。幼少期に中国で学校教育を受けてお り、エスニッ

















らである。継続 とは、子孫がいるだけではなくて、彼 らが こうした死者儀礼・祖先祭祀の儀礼 をき
ちんと実施するということである。これを維持するためにこうした組織があり、こうした施設が必
要 となる。 これ らがあれば、自分たちの死後の霊的安定が確保 ・保証 されるのだ と考 える。 こう
いうのが中国人の文化に則した考え方であろうと私は考えている。一
以上を踏 まえて、考察へと進みたい。この中国人性の強い人たちがなぜ、60年代から80年代
にかけてこういう組織 を作 り、また巨額の資金を集めて祖先祭祀の建物を作ったのだろうか。 こ
れは何 だったか ということを考える際には、歴史的な文脈 を押 さえる必要がある。
ごく簡単に見ていくと、歴史的な要因が四つあると考えられる。一つは母国中国の事情が激変
したことである。共産党政権が成立するまでは、いわば出稼 ぎ者 としてタイに入ってきた華僑が
ほとんどであった。彼 らは、家族に送金しなが らお金を貯めたら中国の故郷 に帰るのが普通であ
った。それが共産党の支配する中国になって、帰ることが難しくなった。彼 らは帰国を断念して、
居住 国への永住 を決意する。つまり華僑か ら華人になっていったということである。
2番目としては、中国が1949年以来、国外に移民を出さなくなるということがある。その結果、
タイ国内では文化 を持続 させる要因である中国か らの新たな人口流入は途絶えてしまう。人ロの
高齢化によって少しずつ大陸出生者が減少し、現地生 まれの人の比率が高 くなっていく。現地生
まれの子供たちはタイで学校教育を受けるので、タイの文化 を吸収 して育つ。 つまり、後続世代
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針は華僑の締め付 けであったが、55年以後は締め付けよりも同化政策をとるようになった。中国











イデンティティの維持についての関心を引 き起 こす ことになる。
華人の文化復興運動は、文化ナショナリズムという言い方もできるのではないか と思う。文化ナ
ショナリズムというの1ま、普通は、文化人が行う執筆活動などを指す ものである。 しかし、私はこ



































ー的なものを作 り出す ことによって組織 をうまく作 ることがで きたのではないか と思われる。
「同姓イコール父系血縁関係」という、同姓イデオロギーとでも言うべきものを作 り出したのである。










































したがって宗親総会は、中国の伝統社会 とは異なる海外の移民社会において、新 たに再構築 さ
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ィ』平凡社
●吉原和男2002「 タイ華人社会における文化復興運動一 同姓団体による大宗祠建造」吉原和男・鈴木正崇編 『拡大する中国世界と文化創
造一 アジァ太平洋の底流』弘文堂











合によって越境し、ネットワークを築いて生 きている華僑・華人たちに注 目したい。 また同時に、
「華人たちを見つめる目」とタイトルをつけたのは、華僑・華人を見つめている観察者たちをも意






を指す。学術 的には国籍で区別 しており、依然 として中国国籍を保持 している人たちを華僑、そ
れに対 して、中国の血統を持つが、中国の国籍を失い、居住国国籍も持っている人たちを華人と






























































































やっと財を成した。よって働いて流す汗 という水の要素が存在 している。さらに、彼 らが移民 し、
故郷や家族 と離れて寂 しく生活をす ることになる。 また、居住国でマイノリティとして生 きる時、





る。華商大会など大 きな大会の際に、旦那様が きちんと奥様 を連れてくるのを見かけるが、その
奥様は、往 々にして非常 に綺麗で、着飾っていて、そしていかにも裕福であることを見せつける






















華商 黼警一 その他 が強い場合も多い ということに気付いた・
図2
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れているものがひとつに重なり合 うこともある。 そこでも自分 と天、そして世界 というものの関
わり方が非常に重要になる。図で表す と図3の ようになる。個人を中心に置 き、家、そして社会、
国家、世界、さらには宇宙、そういったものを意識しなが ら自分のアイデンティティ、そして社会的
関わりというものが形成されているように思われる。






しかしながら、これまで華僑 ・華人について見 る場合、多 くは中華、もしくは華 という傘をかぶ
ったものばか りを見て きたと言える。華人ネットワークに関しても、彼 らのエスニックな血のつな
がりというもののみを意識 していた。 よって、中国、あるいは中華を彼らの世界にしてしまい、そ






















の過程で感 じた。 そこで華人を見る場合は、その世界 を中華 とするより、グローバル社会をベー
スにした認識が重要なのではないかと考えた。それは個人を中心に、家のつなが り、出身地のつ
なが り、どの国に住んでいるか、どの国の国民 となっているかという居住 国とのつながり、さら
に中華 という世界 とのつなが りなどをそれぞれ見ていくのである。 なお、この中華 というのは、
普通に意識 される中国という国ではなく、より広い文脈で、台湾や香港の中国人社会、世界各地
に散在している中国系の人たちをひとまとめにするであろう文明としての中華世界 を指してい















































在 日華僑二世の女性は、家族の中で貿易などをしている弟 に話 をし、その弟が中国に出張に行 く
ついでに、どのような構想で、実際どれくらいビジネスができるのかす ぐに見に行ったそうである。
こうした状況だけを見ても、そこではパチンコ業界でつながっている在日コリアンと日本人との
































に関する活動にも参加 していた。また、ほかのNGOの 組織 にも参加していたのだが、そこでは、
むしろ中国の留学生 と一緒になり、中国の問題に取 り組んでいた。 彼女が編集 していた雑誌も、
中国問題をメインにした雑誌であった。





的に、ネットワークを形成しようと思って組織 を作ってきたわけではない。 彼 らがいろんな所に
移住をした時、彼 らはその地に根ざし、生活を成り立たせ るために友人に頼ったり、言葉が通じ
ないので、同 じ地域 出身の人の所 に行ったり、同郷会のドアをノックしたりする。 つまり、意識し
て組織やネットワークを形成 しようと思っていたというよりも、生活の術 としてつながっただけで
あったのだと思う。







になる人は数十入程度の人 を集め、各 自か ら数万 円くらいずつ集める。その時に誰かが利息を
払い、みんながその利息分 をもらい、残ったお金 は一番高い利息をつけた人に貸す。そして、そ
のまとまったお金を資金として運用する。そ こでは先ほど言つた信用 と関係 というものが、大切
な要素になっている。華僑・華人たちはそれで資金繰 りをし、ビジネスの資金にしたり、家 を買っ
た り、投資に充てたりという方法をとっていた。銀行では借 りることができないので、そういう所





































































先ほど個人と世界 との関係 を図3で表 したが、華僑・華人を
見る時もまさに、この円錐で彼 らのアイデンティティや活動をど






















∴㌔ 雛鎹纖灘丶潔 グ これもまた様々なレベル、カテゴリーで彼 らをつなげてい く



































































発 し虹が消えてしまうのと同 じである。そういう意味も含め、虹のたとえか ら、華商のネットワー
クやアイデンティティの問題を理解 していただけたら幸いである。
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の後1941年に ドイツ人がオランダ植民地政府によって抑留 されてからは、HKBPは名 目上外国
のコントロールから独立 した教会となった[Pedersen1970]。現在では、この教会はアジアでは
一番大 きなルーテル派の教会として知 られている。 また、この教会は、現在でもトバ ・バタックの
文化を積極的に取り入れている。信者や教会のリーダー(牧師たち)もほとんどがトバ ・バタックで、
礼拝ではインドネシア語あるいは トバ・バタック語のいずれかが使われている。







1920年代に トバ・バタックはすでにシンガポールに来ていた。彼 らの多 くはセブンスデー・アド
ベンティスト教会設立のマラヤン・セミナリーというところに、英語やそのほかの科 目を学びに来て
いた。このマラヤン・セミナリーは、スコラ・バタック(バタック学校)の異名をとるほど、バタックの
生徒が多かった学校である。しかし、トバ ・バタックたちキリス ト教徒の集 まりは、1938年になっ
て始 まる。 この年の1月1日 に彼 らの祈祷会が初めて行われるのだが、これに出席した人々は、
HKBP出身の人たちのほかにも、セブンスデー・アドベンティストなどの信者もいた。 こうして他
の教派のキリス ト教徒 を含んでいたにも関わらず、1940年にはHKBPの祈祷式文 を用いるよう
になった。 しかし、1942年にシンガポールが第二次世界大戦に巻 き込まれると、戦争を恐れた ト
バ・バタックたちは次々とシンガポールを離れ、故郷に戻っていった。 この間、トバ・バ タックたち
による祈祷会 は開かれなかった。




待っていたのである。そうした中、ひとりの トバ ・バタック青年が交通事故で死亡 した。他のバタ




1948年か ら正式にHKBP-Singaporeを名乗り始めたこのトバ ・バタック教会は、1950年代 に
教会人口が増加した。40年代のコミュニティの成員 というのはほとんどが独身男性 であったが、




たトバ ・バタックの男性たちは、インドネシアのトバ ・バタック女性 と結婚で きなくなってしまった。
その結果、多 くのトバ ・バタックの男性が未婚のままコミュニティに残 されることになった。 この






の トラブルから、多 くの人々が教会を離れて行 き、.1970年代の終わりから1992年までは、トバ・
バタック教会コミュニティは縮小の危機にたたされていた。
しかし、その一方で、1980年代になり移民制限が解かれ、二世たちがインドネシァ人トバ ・バタ
ックの伴侶を得てい き、教会の信徒数もわずかなが ら増加していった。 また、1993年には、縮小
しつつあるコミュニティを立て直すため、教会のリーダーシップが一世から二世に代わった。 こう








たつの国籍の人々か らなっていた。 約半数がインドネシア人で、残 りの半数がシンガポール人で
ある。教会には長老が何人かいるのだが、彼 らは全員二世のシンガポール人トバ ・バタックである。
牧師はインドネシァか ら来たインドネシァ人 トバ・バタックであった。教会には委員会があり、この




















に」と口にした。一世にとって、教会 とインドネシアとの繋が りは、彼 らとインドネシアとの繋が り
でもあったのである。
その後まもなく、この牧師は政府から就労ビザを受けることができたのだが、先ほどの女性 一
「インドネシアが恋しい」と述べた女性 一 の息子(二世の教会長老)らが中心 となり、シンガポール
のアイデンティティを教会に反映 させるための話し合いの場 を開いた。1997年はHKBPに とっ



























































階級 を越えて友情 を築けるように」一 に、インドネシアのモットー で ある「多様性のなかの統一」
がみられる。 また、「正 しく繁栄した社会 を実現するために」という部分に、集団的な繁栄 と社会
正義の実現という第5則 がみられる。 さらに、つ ぎの 「われわれが無秩序や苦 しみを起こす不一
致のための国家の不統一によるショックを避けるために」という部分では、第4原則の民主主義、
コンセンサスにいたる話 し合いの実現が失敗した ときの状況が描かれており、それを避けるため
に祈 りがある。 最後の「すべてのインドネシア国民が文化 と宗教的教えとの葛藤からくる、残忍






































との問にギャップを感 じて、アイデンティティに関する葛藤 を経験 しているのである。
また、「人種」のイメージはシンガポールの経済発展と深い関わりを持つ。「人種」イメージは、経







































































































































表1「人種」集団別主要試験合格率[出 典 肪 θ5韵∫`5Tl'mθs1992a:2]








































































やるように、励まし動機付 けることを促 した。マレー人生徒の合格率はかなり改善 されているが、





















親が、子供に家では見出せない安心感 をギャングに見出させてしまっている[丑 θ5鰄 飴 跏 θs
1993:24]と述べている。他の「マレー人」リーダーは、厂麻薬、離婚、退学問題解決の答えは家族の















の 厂新マレー人」像 も作 られつつある。たとえば、1996年の教育相によるシンガポールの 「マレー
人」の将来に対するコメントである。「マレー人は、教育 と訓練の問の緊密な関係や社会的経済的
















「新マレー人(newMalays>」の出現 と、彼 らの表象 もまた、こうした国民の同質化プロセスに
おける文化のコントロールの例として理解できるものである。「新マレー人」とは、シンガポールで
成功 した「マレー人」を指し、彼 らは、マスメディアでは、「マレー問題」に挙げられる「マレーの弱














あ り、晩婚で、高学歴、職業的キャリアを持つ 「マレー人」女性 についてレポートされている[cf





職を持つ女性 と結婚することは、彼の人生にプラスだと考えている。つ まり、彼 らはダブル・イン
カムで、妻は彼 と同じ知的レベルにあるというのである[cf顕e5韵 ノお7㎞ θs1995d:2]。こ
うした 「近代的マレー人花嫁」像 と、そのパートナーによるコメントを掲載することで、「マレー人」
夫婦の理想像や家庭問題の解決法の一つをここに掲げたと言ってよいだろう。





























































ポール人 トバ ・バタックは、トバ ・バタックも含めたインドネシア人を経済発展 にあまり適応していな

































































紛争について言及した。 この長老は、インドネシア人 トバ ・バタックの 「伝統」への固執がHKBP
のコンフリクトを招いたとする。彼 は、当時のHKBPの 最高指導者であったナババン監督が、牧





















老は、一世たちは、インドネシアのトバ ・バタック文化 を教会コミュニティの中に取り込 もうとしてお
り、このように「伝統」を重要視する見方 というものは、「プリミティヴ」であり、誤解 を招いた り、人々




インドネシァ出身であるということか ら、シンガポール人 というよりは、インドネシア人に分類 され
ている。これらの長老たちは、一世やインドネシア人 トバ・バタックたちが、文化的に保守的である
と捉えており、そうした保守的な傾向は、変化 していく社会では、「悪い」結果を招 くと主張する
のである。だか ら、近代社会にも、また、神 との関係が第1であるキリスト教 とも相容れないもの
であるのだ。 このふたりの長老が 「伝統」に固執することを倫理的に劣ると評する前提 には、社


























す私たちが、シンガポール国家が定めた ところの どの 「人種」区分に属しているのか、アイデンテ
ィファイ出来ない様子であった。私の外見は、華人 と似ているが、熱帯の強い日差しのため、シン
ガポールの華人よりも日に焼けていた。また、オンプン・セーラ・ボルは、顔 と手、くるぶしから下の
みが外気 にさらされるシンガポールのイスラム教徒 「マレー人」の女性の服装 とは異 なり、半袖で
膝丈のワンピースを着ていた。
タクシーの運転手のこの質問に答 えるためには、私は日本人で、一緒にいる大家夫婦はインドネ
シア出身で、シンガポールでは知 られていないトバ ・バタックという民族に属し、彼 らは、シンガポ
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き換 えて語 る。たとえば、シンガポール人 トバ・バタックニ世の船員であ り、インドネシア人 トバ・バ
タックの母方交叉イトコを妻に持つ1児 の父であるパパ ・アーロンである。彼は、バタックを攻撃的











パ・アーロンが示す トバ ・バタックの特色 は、これとは、反対のものなのである。
パパ・アーロンのように、離婚に関して、トバ・バタックと「マレー人」を区別することが、しばし













は、離婚の理由に成 り得るということなので、これを理由に、元船長は彼女 と離婚 した。
ここまで話 して、パパ ・シアントゥリは、微笑みながら、元船長は離婚後、トバ・バタックの女性 と
結婚 したと述べた。そして、トバ・バ タックがバタックではない者 と結婚すると大変な困難に会 う
のだと付 け加 えた。
この話の中で、パパ ・シアントゥリの語 るトバ ・バ タックの男性 は、船長 という船の中で一番高い
地位を占める人物であるが、イスラム教徒である女性 との結婚後、彼の人生は暗礁に乗り上げて
しまう。この男性の不幸 は、イスラム教への改宗 とともにやって くるのである。会社の倒産、妻の
浮気、こうした中で、主人公の男性 は、ただ人生の波に押し流されていく人物とのみ描かれおり、
それに対してスラム教徒の女性 は、夫が不在の問にボーイフレンドを作ってしまい、彼のもとに滞










対立を描いている。 ネガティヴなイスラム教徒 の女性の描写に対 して、トバ ・バタックの女性 との
結婚についての描写の不在は、聴衆ヘキリス ト教徒に対する肯定的な印象を与 える。この話の中





民族と彼 らを結びつけるためにも用いられる。 たとえば、HKBP-Singaporeの長老 ひとりで
あり、日本人女性 と結婚した銀行員のパパ・レーナ(レーナの父)は、トバ・バタックはマイノリティ
であるので、他者 との関係 を築 き上げ、そして維持することが必要であり、それと同時に他者か
ら区別されることが必要であると述べ る。彼の考えでは、キリスト教徒であることは、このふた
つの目的のために働 く。キリスト教 はトバ・バタックたちをイスラム教徒 「マレー人」か ら区別する
一方で、他のキリスト教徒 一 たとえば西洋人一 との近 しい関係をもたらす。
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パパ・レーナの話の中で、西洋人との関係は、トバ・バタックに優位性をもたらしている。パパ・
レーナは西洋人としてユダヤ人を挙げ、キリスト教徒の優位性を神の助力 に言及 して話す。彼は、












トバ ・バタックの場合は特別だよ。それはなぜか というと、トバ ・バタックは、スマ トラでは、イスラ









が2度 にわた りこの話をしているのを、私は調査中に耳にした。 日曜 日の礼拝が終わった後に、



















以上に挙げたパパ ・レーナ、パパ ・アーロン、パパ ・シアントゥリ3人は、「マレー人」の特徴 とし
て公に挙げられているものとは正反対の特徴 をトバ・バタックの特徴 として強調 している。また、
彼 らの話の中で、キリスト教 は、トバ ・バタックを「マレー人」か ら切 り離すマーカーの役割を果た
してお り、彼らにポジティヴなイメージを運ぶものである。つまり、これらの話 し手が述べたトバ ・
バタックの特徴は、シンガポールの経済発展 とは相容れない「マレー人の弱点」としてマスメディア
に取り上げられる特徴 とは異なり、急速な経済発展 に適 したものなのである。このように、トバ・
バタックのキリスト教徒 としてのアイデンティティの意識は、彼 らに「マレー人」のイメージとは相










経済的な豊か さはその経済政策の故だと述べた。 この結果が彼の場合では、彼 とその家族が住
んでいる5ベッドルームの公営アパートメントであった。彼は、この住居を評価して、インドネシア
では、「億万長者」の住まいに匹敵すると述べた。彼は貧しい家族の出身であるが、成長した子供

















させ ようとする動きがある。華人が民族 ヒエラルキーの上位を占めるために、トバ ・バタックの親
の中には、その子供に学校や保育園で華人の言語である華語を習わせ ることで、華人のアイデン
ティティの一部を自身の子供に取 り込もうとしている者が少なからずいる。
私が、これを知ったのがシンガポール人 トバ ・バタックニ世の教会長老であるパパ ・ケヴィン(ケ





























ア語 を母語にしていない私に、インドネシア語は、他の言語と比較 して簡単なのか尋ねた。 この




な言語 を母語 とする民族が、 それよりも簡単であると考え られる他の言語を母語 とする民族 よ
りも、知的に優れていることが前提 となっている。牧師はこのため、インドネシア語 もマレー語 も
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教(仏教や道教)に関する議論に発展していった。 この聖書研究会では、ローマ人への手紙の14
章1節か ら16節までが、読まれていた。 ここでの説教で、トバ ・バタックの牧師は、HKBPは、セ
ヴンスデー・アドヴェンティスト教会とは異なり、いかなる食物への禁止 も持たないとレ.・うことを述
べた。こうした禁止がないために、HKBPのメンバーはいかなる民族のいかなる宗教の人々とも









しょうか?ま た、彼 と一緒 に食べても良いものなのでしょうか?こ うした儀礼の後では、彼 らは、
一同会食をします。(中略)キリスト者は、[この時]どうするべきなのでしょうか。私たちは[彼ら









ることがで きるでしょうか?こ の食物は、神々に捧げられたものではないと思いますが?お そ ら
く、ただの儀礼的手順 なのではないでしょうか」と答えた。パパ・シアントゥリは、この牧師の言葉
に付け足して、「幽霊へのね」と言った。パパ ・ケヴィンもまた、「彼 らの神は、幽霊 なんだ」と付 け
足した。 この、パパ・ケヴィンとパパ・シアントゥリの華人宗教ぺの見方は、典型的なインドネシア入










てしまうでしょう。 どちらが よいでしょうか?」牧師は、ここで、いかに好ましい社会関係 を他者




















から逸脱し、シペレ・ベグゥと同 じことになるか らである。 また、シペレ・ベグゥは、アガマと呼ば




議論では、この見方が死者に食物 を供える華人に適用 されているのである。 こうした見方に従
えば 世界宗教である仏教 を信仰 している華人も祖先やその他の死者に食物を供えることで、「後



























はするが、自身の民族アイデンティティとは異なるため葛藤を感 じるのである。 こうした葛藤 を
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ド人、お よびその他の人びとか ら構成 された新生の国である。 多元社会の典型としてこれまで
内外の関心を呼んで きた。本報告では、マイノリティとしての華人の教育問題 を主題に、華人の母
語教育 と宗教に注 目しなが ら、マイノリティが どこまで自分の文化 を維持で きているのか、マレー
シア社会において、'多文化主義 と国民統合という二つの課題がいかに実践されているのかといっ
た諸課題に、人類学からのアプローチを試みる。具体的には、マラッカ海峡に面したマレーシア北































いる。しかし、それが しばしば政治化 され、教育問題が政治的課題になる例はめず らしくない恠3)。
マラヤ連邦の独立当初は、華人人口が全人口の37%を 占め、華人は華語の公用語化運動を起
こしたが、失敗に終わった。 その後、母語 による教育の権利を華人社会の最後の防衛線 として、
華人社会は一致 して守ろうとしてきた。




















ものとされ、1971年か らその経済格差 を調節するための 「新経済政策」が実施された。その政策
の一環として、ブミプトラ政策とよばれるマレー系優先政策が提出された。 ブミプトラ政策は90










の国語化が完了した。英語中学校の教育言語 も1976年か ら国語 にシフトして、1980年か ら従来
の英語 中学校 はなくなった[何2002:135]。,






































港以来、 国際港 と商業の中継地 として成長してきたペナンには、 華人中心の多元社会が築かれ


















































設立 した。独立後 これ らの学校はほとんど政府型学校になったが、今でもペナンでは、重要な教
育施設として華人学生に華文教育の機会を提供している。上記の宗教団体の学校設立の歴史は、
華文教育の歴史を表していると同時に、宗教団体の歴史をも描いている。
ここで、これらの宗教団体の活動 と華文学校の起源 と現状 について紹介する。
道教組纔
血縁、地縁 を中心 とする宗族団体・同郷団体 と同業団体は、海外の中国人社会の結合の三つの




7]。これ らの宗族団体 は、道教の廟を信仰の中心 として結合 されている。道教 は血縁の継承、祖











している。「謝公司」が 「育才学校」、「邱公司」が 「頴川学校」、「陳公司」が 「新江学校」を設立 して
いる。また、奨学金制度も設立 された。これ らの宗親会は独立前から独立後 まで、積極的に華人
社会の教育に関わっていた。
これ ら以外に、道教聯合組織 としての 「ペナン中元聯合会」はもっとも組織的な力 として、華文
教育をサポー トしている。1970年代から「ペナン中元聯合会」は、毎年恒例的に教育基金 を供出
し、多数の華文小学校や中学校に寄付している。






元節」の時に小売 り市場を設け、その収入 をすべて寄付する)に よって大衆の寄付 を集め、その
資金をすべて華文学校 と慈善団体に寄付する。ペナンの「中元聯合会」が発足して30年以来、毎
年欠かさず、華文小学校、独立中学校に教育基金を寄付 し、多大 な力を捧げてきた。 毎年の「中
元節」は華人の伝統 ・宗教文化の維持に貢献 し、区域住民の連帯を強める一方、長年の華文教育
へ の寄付運動 は民衆の華文教育への関心 と支持を集めている。「中元聯合会」に属 している





20世紀初頭 より30年代 までの華人渡来のピーク期において、宣教に来た仏教信者 もいた。ペ
ナンでは1935年に仏教学校 としての 「菩提学院」が設立された。 これは、1930年に福建省廈門
よりきた仏教徒の芳蓮尼師の提唱によって作 られたものである[陳英1980]。



































































ント教会の「美以美教会」を校舎 として、「協和幼稚 園」を設立 した。幼稚園の「董事会」(理事会)は、
教会の牧師を含めて10数人を選出し、財政や総務などを担当していた。幼稚園の運営経費は「美










年には、当初40人であった生徒数が1,358人に増加 し、教職員数も49人へ と規模を拡大 した[鄭
良樹 ・魏維賢1975:138]。1957年の教育法令により、「協和華文小学校」は国民型小学校になり、
「協和中学校」も国民型中学校 になったが、教会は旧来 どおり学校の管理 にあたっている。今 日、














自発的参加が目立 ち、より多 くの民衆は 「中元会」を支持するようになった。1970年以後、華文教


































至上課題は依然として華人文化の継承 と維持であり、 民族文化の維持には宗教の力を借 りるの
は無視できない課題であると唱えている[頼1985a、1985b]。梁は仏教と華人文化の関係につ
いて、仏教 団体は華文教育を支持し、華人文化の発展に寄与 していると指摘する。言語の面では
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仏教学の研究には漢文が欠かせないという例のように、 仏教の発展 と華文の維持は表裏一体の
関係にあるという[梁1985b]。
このように、華文教育 という絆を通 じて、宗教団体 と華人社会が連盟を組む局面がみられる。
一方、ブミプトラ政策の実施 とイスラームの国教 としての地位の存在は、華人と非イスラームの宗











ム宗教 の活動を束縛 している面がある。 自由な宗教環境及び公平な政策の実現 という要求を抱





























育の事例からみ られるように、宗教団体は、独立前の慈善と宣教 という単純な目的から、今 日は
ともに戦うべ きマイノリティ側の教育事業 として華文教育を支持している姿が 目立っている。
両者の連携は、独立後のマレー化 とイスラーム化に代表される一元的な国民統合から排除され
たものとしての反応の一部である。宗教団体 と華文教育の連携 は双方の影響力を強め、市民団体










































101997年 に民営化 ・多様化を特徴とした高等教育の拡充策の一環 として、華人教育関係者が提案 した私立高等教育機関「新紀元
学院」の設立が認められた[杉村2000:164]。
11マ レー シアで.は大学の入学における民族比率制度があり、そのため、毎年多数の成績優秀者は大学に拒 まれている。最大の華
人政党MCAは1968年に民族比率制度によって大学教育を受けられない華人学生のために、「拉曼学院」を設立した。2003年に、さらに大学
としての「拉曼大学」を設立した。ただし両方の教育言語はともに英語である。
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同時にこの分野 には、在 日が 「強制移住的少数民族」[綾部1990]として故郷 との断絶 を余儀
なくされた人々だという考え方 と、主に「出かせ ぎ的に往来していた人々」[森田1996]から発し
た集団であるという考え方の軋轢がある。また、どうにかしなければならない在 日の諸問題に対
してどのような立場 を取るのかが研究において重要視 される傾向も強く、在 日そのものに対する
諸々のレヴェルでの政治的見解が在 日研究の世界 には根 を張っている。
これ らの点か ら在 日研究は、世界の 厂移民研究」の中での特色を見せつつ、同時に多様な論考
を織 り成していると言える。しかし他方で在 日に関する先行研究のほとんどは、日本に暮 らす在
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日や、在日にとっての在日イメージを論 じるに尽 きている。 もし本当に在 日が、出自に基づいた







とした在 日のイメージを論 じるものか、あるいはスパイ容疑事件 ・投資活動 ・財産問題などの極端
な例しか扱っていない。それに対し韓国人の 目には、韓国現代史の所 どころに玄海灘を渡る者た
ちの存在が残っている。例 えば、韓国の心象世界を描いて前代未聞の観客動員数を記録 した映画









暮 らす人々と同地域出身者たちの在 日社会との蜜月期間と相 まって語 られているということで
ある。 詳しくはIH節以降に論 じるが、この 「旧き良 き時代」を表現する際に現地の人々は、「蜜柑
(milgam,望イ})」というシニフィァンを印象的に用v.・ている。 一般的にこのシニフィアン(名辞)
には農産物 としての「ミカン」というシニフィエ(意味されるもの)が強 く想起されるが、予備調査
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しかし、例えば現代韓国において厂パルケンイ(アカ)」・「IMF」・「新 自由主義」ということばは、
原義(1exicalmeaning)を離れ、国権に抗するものなどという「社会的・歴史的に展開された用法」
(一種のデノテーション)と、賞賛すべき美徳や忌避するべ き悪徳 としか換言できないような漠然 と
した「色合い」(コノテーション)を含み、様 々に逸脱した数多 くの意味作用の群を内包するように

















生活が困難である集落はすべて中山間マウルと呼ばれてお り、N里 もおお よそ標高が55～100
メートルにしか満たない狭い盆地に位置している。 東西は160メー トル前後の山に挟 まれ、南に
は韓国の最高峰である漢拏山(1,950メートル)に続 く斜面が迫っている。北方には、約2キロの
丘陵地帯を隔てて、漁村を中心とした別の集落がある。





N里 には知識人を多 く輩出してきたという特徴があり、済州島では教育水準が高い集落 として
知 られている。朝鮮時代には、優秀な「ソンビ(s6nbi,旭日D」(学徳を備 えた名士)を多く輩出し、
現在でも済州道で奉職する教師の中にはN里 の出身者が多いとか、集落の人口に比べて大学教







人口を封 じ込めて きた。そのせいもあり、また地理的に近いせいもあ り、例の 「強制移住」か「出か














す ることも、ほぼ不可能であった。漢拏山を隔てた南側に経済発展 をもたらしたミカン栽培 は温
かい気候 と豊かな 日照量 を必要とするため、 済州島の中山間マウルには南北の経済格差が広が
っていった。60年代初め頃の状況 を、N里 のある老人は次のように語った。「南の連中はミカン
のお陰で金持ちになったのに、ワシらは依然 として貧しかったんだ。 どこかで(ミカンの)木をも
らって きても、みんなす ぐに死んじまったもんさ。だか ら人々は、蜜柑が憎い、蜜柑が憎いって、
蜜柑を恨みまでしておったんだよ」。
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日本 に数百人単位で住むN里 出身の在 日たちは、このような状況下にある故郷に対 し、いくつ
かの支援を行っていた。在 日N里 親睦会(別称:在 日N里 郷友会)という組織が、N里 出身の者
たちにたびたび寄付金 を募 り、N里 住民たちが 自主的に行う里内の道路の舗装事業や電化事業
を支えてきた。 この頃のN里 出身の在 日たちは、この組織 を単位としてソウル市の在京N親 睦
会や済州市の在市N親 睦会 と競うように送金活動を行うだけではなく、さらには地縁 と血縁のネ
ットワークによりN里の若者たちを日本に呼び寄せ定期就労 させることによっても、経済難に喘






そして、在 日N親 睦会の有志はN里 に特別な贈物をする。彼(女)らが日本で開発 された温州
ミカンの改良種 をN里 に寄贈 したのは、N里 の里事務所に残る頌徳碑の碑文によれば、1963年
のことだったという。この改良種 はN里 の劣悪な環境の下でも枯れることがなく、秋口には豊か
な実を実 らせた。
この頃にN里 などいくつかの集落に根差 したミカンは、周辺の集落にもす ぐに移植 され、済州島
中山問マウルの南北経済格差を是正する糸口と見 なされた。北済州では、「蜜柑の村 を作 りましょ
う」厂蜜柑を植 えて金持ちになろう」がスローガンとなり、道路には横断幕が掲げられたという。ミ
カン栽培は済州島全体の経済の起爆剤とも考えられるようになり、1967年に農漁村民所得増大





N里 は北済州郡でもいち早 くミカン栽培に着手 した。これ以降N里 はミカン栽培 を主産業とす
るようになる。セマウル運動の昂揚の時期 とも重なったことで、N里のミカン栽培振興はさらに加
速度を増し、最盛期にはミカンの作付面積が約2,500ヘクタール、約8万 トンの収穫量を上げた。
さらには、集落を貫通 して済州市へと繋がる国道16号線(別称:中 山間道路 ・済州第二迂回道路)
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が1980年に舗装され、済州市まで自動車で1時 間以内になった。 ほぼすべての世帯が ミカン栽
培に従事するようになり、所得の上でもその他の生活水準の上でも、N里 は南済州の村 々には負
けない集落へ と成長していった。苗木 を送った在ロたちは、美徳の英雄となった。
N里 の里事務所には、普段は子 どもたちの遊び場となっている広場の脇 に、五つの頌徳碑が威
風堂々と立っている。ふたつは集落の発展に寄与した名士の頌徳碑で、ひとつは電気架設事業 に
寄付 した集落内の有志たちのもの、ひとつは同事業に貢献した在 日・在市親睦会の頌徳碑、そし
て残 りのひとつが在 日N親 睦会の苗木寄贈 に関する頌徳碑である。 これらは各々が建立当時の
里長や地元有力者たちによって立て られたものである。 ミカンの頌徳碑 には、例の 「蜜柑の村 を
作 りましょう」ということばに続 き、在 日同胞 を称えることばや、生活水準を高めよう、子 どもを
学校に送ろうなどの碑文が刻まれている。著者 とともに頌徳碑の裏に立って碑文を読み、中年の
男女が言った。「希望に溢れているでしょう瑁 「ρらい時代に、これから少しずつ良くなっていく、





が よかった。やっぱりワシらの村は優秀だって感じたものさ」。N里 の中心部か ら500メー トルほ









N里 の良 き時代は長くは続かなかった。ミカン栽培によって都市の学校に送られた子 どもたち
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の転作を呼びかけた。が、時すでに遅 く、中山間マウルの経済はミカンのモノカルチャーか ら簡単
に抜け出せなくなっていた。 農家では「蜜柑ではもう儲からないよ」とこぼし、「蜜柑の村 を作 り
ましょうなんて、そんなこといま言った らお笑い種 さ」と苦笑する。 しかし、N里のミカンの作付
面積は未だに約2,300ヘクタールもあり、 出荷量も6万トン、栽培世帯も350世帯のラインを割っ
ていない。出荷 目的で栽培 されず、実っても放置 されるミカンが、少しずつ多 くなる状況 にある。
この不景気はN里 の誇 りたる教育環境 にも破綻を来たした。N里 にある唯一の学校、N小 学
校が、児童数60名以上 という存続の条件 を満たせなくなり、厂廃校」の危機 に瀕したのである。こ
の時、韓国の行政上で言 う「廃校」とは分校化のことであり、「廃校」となっても児童 はN小 学校に
二年次まで通うこととなる(注11)。しかし、これを完全な廃校 と誤認した者がN里 住民の中には
少なくなかった。ソンビの集落に学校がなくなるという話は、N里に一大騒動 を巻 き起 こした。
N里 住民たちは、学校を残すため、ある運動 を開始 した。 韓国全土が経済危機へと邁進する
97年に約4億 ウォン(約5,700万円相当)を投 じ、小学生の児童を持つ家族に無料で提供するアパ
ートを集落の共有地 に建築することとしたのである。済州道と北済州郡から各1億 ウォンの支援
を受け、住民たちが用意出来る金額 を足 しても、まだ1億5千 万ウォンほどが必要だと見積もら
れた。そこでN里 では、これまでに成し遂げてきた電化事業などの事業と同じ方法、つまりN里
出身者たちに寄付 を募ることとした。 連絡を受けた在京N親 睦会 と在市N親 睦会は、合 わせて
約1億 ウォンを捻出し送金してきた。
しか し、いくら待っても、いくら連絡を取っても、在日N親 睦会からは何の返事 も返っては来な
かった。改良種の温州 ミカンで英雄 となって30年あまりが経過 していた。在日N親 睦会は、世代
交代 によって「脱故郷化」 を果たしたせいか、あるいはそもそも構成員たちのつながりが希薄に
なったせいか、とにかくもN里 へ 「孝道」を示 さなくなっていた(注12>。N里の指導者たちは動揺












実験学校 として済州道教育庁の重点的予算を給付 されるようにまでなった。歴史的な特性 に住
民たちのこれらの諸活動が加味され、2000年秋にN里 は北済州郡の厂孝道示範マウル」にも選定
された。
しか しその反面で、在 日たちに期待 していたアパー トの残 りの建築費用は、N里 住民たちが自
ら負担することとなった。結局、住民たちが持ち寄ったのは6,750万ウォンにもなり、それに加え










の種の追跡の結果 としてN里 の場合に特徴的なキーワードは、「儒教的伝統」、「在 日同胞」、そし
て 「蜜柑」である。 このうち 「儒教的伝統」が常に美徳 としてのコノテーションを持っているのに









N里 が北済州でいち早くミカン栽培 を開始 した後、「蜜柑」は「儒教的伝統」の美徳を可視化さ
せるものとなった。価値の高いものという「儒教的伝統」のコノテーションが 「蜜柑」の新 たなコノ
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記号としての 「在 日同胞」 ・
同様のことばの操作は、N里で 「在 日同胞」のコノテーションが変化 した過程 にも指摘できる。
「出かせ ぎ的に往来していた時代」の在 日社会をN里 の人々は、地理的に切り離 されたに過ぎぬ
もうひとつの自己として受け止めていた。「在 日や、在日でないや、ぜんぜん関係 ない時代」にこ
そ、「在 日同胞」は日本に在る同胞(は らか ら)という原義、それ自体 に限りなく近いものだった。
著者が予測する「在 日同胞」の当時の様相は、後に言説 を織り成 し言説 によって流布することと
なる諸々のデノテーションやコノテーションがまだ共有 されず、 それぞれの個人と状況に依存す
るフィギュールに過 ぎなかったというものだ。
在外同胞が築 き始めた富は、電気架設事業や公共事業への寄付 となって韓国社会を潤 した。一
方で、自己と何 ら変わらなかった在外一世が富裕な名士 として里帰 りしてもくる。敵国北朝鮮よ
りもはるかに貧 しかったとされる50年代か ら60年代の韓国社会にとって、このことはインパクト
の強いものであった。在外同胞が 自己を脱 していく段階の原点だ。在外二世は、自己とは明らか
にどこか違っているものとして韓国社 会が受け止め始め、在外同胞は自己か ら切 り離されてい
く。「在 日同胞」の場合も、これに加えてスパイ疑惑・「半チョッパリ」などのレッテルなどを貼 られ、
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50年代以降に韓国社会の自己像か ら切 り離されてい く。 自己ではないが他者でもない。 二世や






この時にN里 では英雄が誕生した。N里 では、上記のような寄付に引 き続 き、温州 ミカンの改
良種によって在 日が集落を救った。 救世主なみの美徳が、「在 日同胞」のコノテーションとして登











用では説明が出来ない。最後の段階で「在 日同胞」は、ミカン景気が去 り村落に再 び危機が訪れ
た時に寄付を送らなかったことで悪徳化され、他者 として強く拒絶 される。しかしここでは、「蜜
柑」と「在 日同胞」のコノテーションの変化が直接連動 しているとは言えない。それにも関わらず、
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N里 の生産経済が大 きく変化した裏には、在日とミカンの存在があった。 改良種のミカンが栽
培され始めた背景は、在 日なしに語ることが出来ない。それと関連 して、なぜかは分からないに











































14こ の時期にN里の 「儒教的伝統」が古臭く役 に立たないものという意味を与えられたことも予想できるが、現在までの調査で
はその点が分明でない。二人の住民が「保守的な考えに固執しているから」「南の蜜柑よりいいものが作れなかったんだ」とか 「儒教では食べ
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台湾の中国回教協会(台湾ムスリムをまとめる最大の協会)(注1)は、1945年以降1950年代初




てのアイデンティティが維持される。 しか し台湾では、アイデンティティが 「回族」として身分証明









































ミャンマーか ら台湾への華僑の移住 は、大 きく二つの波に分けることができる。第1波 は、1953
年、54年、61年を中心 とした時期の移住で、国共内戦で敗れたことから、雲南省からミャンマー
(さらには北タイ)へと移住した軍人と、その家族 を中心 とした人々の移住である。先の朱浤源の




は、第1波 の移住者を追って桃園県中歴市龍岡地区に移住 した人もいるが、多 くが中永和地区に
定住 した。その後1980年代以降に、中和市には緬甸街(ミャンマー街)と呼ばれるようになる、ミ
ャンマー帰僑集住地域が形成される。上記の朱浤源の移住形態分類 を用いるならば、(2)～(6)
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多くの華僑 ・華人子弟が、大学での医療、工学、農業、経済学分野への就学を禁止 された[Mya
Than1998:144]。こうした理由から、自分の子供たちによりよい学習環境 を与えるために、子























中国、中国/台 湾 という国境や、外省人/「帰僑」という境界も越 えている。 こうした移住プロセ
スを経たことか ら、泰緬ムスリムの親族関係は、中国雲南省、ミャンマー、タイ、台湾を中心に、ト
ランスナショナルな広が りを見せている。 ここでは、以下の3家族の移住史 と移住の過程で生 じ
た親族ネットワークに注 目することで、彼 らの親族関係が国境 を越えてトランスナショナルに拡大
していることを確認 したい。















証人になる必要がある。A氏 親族の台湾への移住 とその保証人 との関係を見 ると、A氏 が台湾
へと移住したさい、A氏の保証人になったのは、A氏 よりも先に台湾に移住 していたA氏 の母親
である。A氏の母親は、A氏が台湾に来る約5年 前、1980年前後に台湾に移住している。そして、
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人がミャンマーにいた。1996年頃に、B氏の母はB氏 の兄たちと一緒に、彼女の異母キョウダイを
探 しに雲南省へ行った。雲南省では、ぶ じ母の異母姉を探 しだすことができた。そこでミャンマ






移住は、1949年にA氏 の母の妹が台湾へ と移住したことに始 まっている。その後、約30数年の
時間を経て、このA氏 の母の妹 と2親等の関係にあるA氏 の母親が台湾へ と移住した。この段階
において、 台湾とミャンマーというナショナルな境界を越えていると同時に、切れていた血縁関
係 をつなげることで、外省人 と「帰僑」との境界 も超 えている。また、A氏、A氏の母親、A氏の












































































































のほとんどが残ってお り、葬儀の礼拝 に参加 した。参加者は全員キブラの方角(メッカの方角)に
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に薄 らいできてしまった人が出現している。そのため、一世世代のムスリムが亡 くなって、埋葬を
する際に、二世、三世代のムスリムたちのなかには、自分の親の墓の前で「叩頭」するものもいる。












創設のための募金活動 を紹介 した記事の中で、つぎのように述べている。「彼 ら(中永和地区)の
イスラームの実践(教門)は、いまだに雲南地方のムスリムの特色を維持している。… 親戚問の往
来は頻繁で、互助的精神は濃厚である。将来的には、台湾北部地区におけるイスラームの重要 な











































徴となることで、エスニシティの差異化現象 も見 られることを指摘 している。しかしながら、台湾
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ムスリム・コミュニティのように、様々な移住背景や文化的背景をもつ人々が集まったエスニック・コ
ミュニティにおいては、宗教実践上の差異が、エスニシティの差異化を招 くことは必然的なことに








コミュニティ内部での差異化現象は、 共鳴や提携関係へ と向けた試みを導 くもの としても存在し
ているのだ。そうした差異の調整プロセスのなかに、台湾ムスリム・ゴミュニティは存在している。
【謝辞】 本稿のもとになった調査は、トヨタ財団2002年度個人助成金[助成番号:DO2-A-481]







1台 湾 には全台湾 のムス リム をま とめ る組 織 として「中 国回教協 会」と「中国回教 青年 会」の二 つが あったが 現 在 では統合 され て、
「中国回教 青年会 」は 「中国 回教協 会」の傘下 に ある。また、台湾 に ある6つ のモスクも、「中国 回教協 会」の もとに統合 されてい る。
2台 湾で は普通 、原住 民 ・聞南 人 ・客家人 ・外 省人 の4大 エスニック・グループが想定 され てい る。 そ のうち、1945年以前 か ら台湾
に居住 して・い た前3者 を本省 人、1945年以 降の台 湾移住 者 を外 省 人とい う。
3雲 南省 か らミャンマー・北 タイへ の移住 に関しては、 イエーガー[Y6gar1966]、フォーブスとヘンリー[ForbesandHenley
1997コ、松 本光太 郎[松本2001、2001]、吉 松久 美子[吉松1998]、張 佐[張1998コな どに詳 しいので こ こで は省略 す るが 、す で に300年の移
住の歴 史が ある ともい われて いる 匚Anonymous1990]。
4華 僑 の台 湾へ の移住 し、中華民 国台湾 の国籍 を取得 して 「中 国人」となった人々 は、中華 民国へ の帰 国 した華僑 とい う意味 で、
俗 にr帰僑 」と呼 ばれて いる。しか し、中華民 国台 湾にお いて は、法 律上 は 「帰僑 」とい う身分 は存在 しない。
5理 事 は台 湾の ムスリム・コミュニティを統 括す る中国 回教協会 の役 職で あ り、董事 長は個 別のモ スクを管 轄す る役職 であ る。
6出 され る軽食 は様 々であるが 、甘いデザ ー ト風 のお菓子 や ビルマ語 でカウスェ と呼 ばれ る麺 類 な どで、い ずれ もミャンマー料 理
であ る。
7筆 者は2003年5月19日か ら6月3日 までの 間、ミャンマーのヤ ンゴン、マンダレー、タウンジー、ラショーの4都 市 に滞在 し、ミャン
マー・ムスリムの生 活 を観 察 して きた。至 る所 にモスクが あ り、ハラール ・レストランが あって、ムスリムとして の宗教生 活 を送 る上で は、全 く支障 が
207
ない ようすで あった。 ミャンマー を紹 介 したホームページ 『バ ダウ』には、ミャンマーの イスラーム教 が紹介 されて いる。『バダウ』の記述 による と、
1997年に出版 された ミャンマー情報省 の刊行物 『黄金色 の光 を放つ宗教 』には、ミャンマーの首都 ヤンゴンに171の、マンダレー に200のモスクが
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ールか らフェリーで40分ほどのインドネシアの島々に多数の工場がで きている。 安いインドネシ
ア人の労働力を使 うために、日系、中国系、アメリカ系など、様々な多国籍企業が工場を作ってい
る。そこでは資本の動 きが発生 して、商品を作 るために組織化され、資本のみならずに労働力が
動員 され、一種の囲い込みがお きる。 このような資本、人、商品のモビリティを収奪するシステム
や構造 に対して、もちろん反システムも起 きてお り、国境を越 えて人々が動 き、モノを動か して、
利潤 を上げるというインフォーマル・エコノミーも形成される。これらのせめぎ合いという点か ら、
フロンティアを見ていこうというのが私の基本的な視点である。 この場合、多国籍企業や工場に





こうした組織的権力にたいして、 もうひとつの権カー もしくは大 きな諸力とでも言った方が
よいかもしれないが一 を見ることができる。それは、こうしたオペレーショナル・ユニットー




るインターフェイスでは、こうした構造的権力 と反作用が見えやす くなる。構造的権力 は、コミュ
ニティや労働市場、ひいては国家領域な どのオペレーショナル・ユニット自体 をつくり上げるような、
さらに上位な力 となる。 いわば資本主義的な近代世界システムが成立 した後に世界を覆った構
造である。蒸気エンジンが開発 され、西洋の植民地主義がお こり、非西洋世界が植民地化 され、
労働力が動員され、生産システムに絡めとられていくという、まさに500年という長いタイムスパ
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や国家の領域性が国境社会の歴史のなかで形成 されてきたのか。 それを知 るために、私はサラ
ワク・ ガゼットというサラワク植民地政府の官報を読み、1870年か ら1941年までの国境 に関係
する記述を集めてみた。以下ではまず丶1870年代の白人ラジャ、チャールス・ブルックの治世を中
心 としなが ら、サラワク南西部国境地帯における国のかたちの現れ方 を見ていきたい。
植民地政府は国境の管理について様々なことをしている。婚姻の問題、とくに重婚はゆゆしき
問題とされ、 オランダ領にいるものがサラワク領に来て妻 を娶って子供を作るといったことが早














限し領土を迅速に閉 じるためのシステムなどが作 られる。 人々が帰化を申請した時には、ナショ
ナリティを変えて、新 しくサラワク臣民になる際や、逆にサンバスのオランダ政府の臣民になる際
の帰化手続 きなど、様 々な取 り決めがなされた。
このようなフロンティア空間で、国家が領土的刻印を、サラワク領土とサンバス領土に押すこと
ができたかというと、私の感覚では、それは不可能であったと感 じている。 行政単位でルンドゥ
地区とよばれるサラワクの南西部の国境地帯 は、約1,600平方キロの面積がある。 そこで取 り締
まっていた行政官は2人だけであった。そして在地社会の人口密度も1平方キロで2入であった。
こういう小人口社会にたいしてきわめて脆弱な官僚組織しかもたない国家に、どれだけ実効的な














同様の布告 をくり返しなが ら対応す る。た とえばトランスナショナルな重婚や密貿易が表面化す
ると、政府がこれを通告 をもって禁止する。1870年か ら1930年までほぼ同じような法令が繰り
返される。 というのは、人々がそれだけ無視していて、同じことを繰 り返したか らである。それ
にたいしてアド・ホックな対処 をして、法令が また通告 される。それを人々はまた守 らない。その









が優勢な極めて厳しい生態基盤に注 目することによって、 国家 と社会の関係についての新 しい
モデルが見えるのではないか。 たとえば、ウィットフォーゲルが議論 したような大陸部の灌漑社
会、つまり国家の力が強く灌漑事業 を行って生産力を上げて、人頭税 をしっかり取るような社会
モデルや、ジャワを中心 とした きわめて人口稠密 な東南アジアの島嶼部世界から考えられるモデ
ルとは異なるものを、東南アジア島嶼部から提出する必要があるのではないか。
1930年代








の地域のダヤックおよびマレー人の自作農が 自分の土地でゴム栽培 をするようになる。 おりしも
1929年に大恐慌があり、ゴムの価格が大暴落した。たとえば、1925年のロンドンにおいて、ピー





















止される状況になるまでこのような状況 は続いたのである。 戦間期か ら30年近 くにわたって、
この国家フロンティアにおいてインフォーマル・エコノミーが形成 されていたことは、歴史の本に
はもちろんでてこない。








スである。 ゴムの密貿易経済圏が国境 をまたいで形成されたのは、イギリス帝国 とオランダ帝国
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河口における非常 に大規模な工業都市の形成がもうひとつの調査対象 となっている。 非常に大
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どの大企業が巨大なコンビナートを作 る町に変わった。 エネルギー資源が豊富 にあるため、現在
ではその電力 を使ってアルミニウム工場や、ガラス生産のためのシリカ工場、肥料工場までができ
ており、ボルネオのイメージとかけ離れた軽工業地帯となっている。加えて、川筋社会であるため、










況である。 彼女 らインドネシァの少女たちが合板工場で働いてもらえる賃金は、一日に約8リ ン
ギ、240円くらいである。残業を加えても1ヶ月で約280リンギにすぎない。た とえば、彼女 らを





っている。 ここで働いているのも、木材関係の工場 と同じくサ ンバスやジャワの契約労働者 で
ある。
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本稿で三つのフロンティアの風景を紹介しなが ら、これらの国家的インターフェイスが どのよう
につ くられて きたかを示 し、それらを取 り巻 く社会的状況に留意しながら、そこで発生する権力
を組織的権力や構造的権力という視点か ら明 らかにしていく可能性を探ってみた。歴史的には、
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って売 り、 自分たちは缶詰などを買って食べるという貨幣経済 にどっぷりつかった生活をしてい
る。サンゴ礁の離島に住んでいるからといって、自給 自足をしているわけではない。むしろ自分
たちは高 く売れるものを獲って、それを売却 したお金で、みずからの食糧を購入するのである。一









































































移動 を追うという、「モノ研究」の手法 に魅力を感 じている。モノ研究を推進する人の中には、「モ




















マンシの人びとは、 南沙諸島 というサンゴ礁が散 らばったところに2ヶ月間くらい出かけてい
き、ナマコを獲って帰って来る。それか らプエルト・プリンセサ(PuertoPrincesa)というフィリ
ピン側の都市に持っていく場合もあれば、 違法ではあるが、 国境を越 えてマレーシァのクダット




































































投下型のもので、潜水器具を用 いて、水深30から50メー トルも潜っていた。30メー トルは、アマ
チュア・ダイバーの潜水限界 とされる水深である。 それ以上の深さまで潜ると、潜水病にかかる
危険が非常に高くなる。 しかし、マンシ島のダイバーたちは、水深30メートルくらいのポイントか
























広げることで、おのず と、さまざまな疑問が生 じて きた。
この広域比較 という視点から、わたしは、必然的に日本のナマコ生産・加工にも関心 をいだくこ
ととなった。江戸時代の 日本 は、俵物として中国(当時の清)の上海あた りに干ナマコを輸出して
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拠にされて、清の時代 に中国で干 しナマコが定着 したであろうと考えられている。
したがって、 日本が公式に俵物貿易を開始した1698年は、 まさに清国でナマコ需要が拡大し




































は失われつつあるとの危惧が大 きいという印象 をもった。そのひとつの理 由がインターネットの
出現である。 たとえば、インターネットでナマコ、英語でsea-cucumberを検索するとわかるだ
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ろう。オーストラリアの華人が営業す る輸出商社がヒットしたり、マレーシアのジョホールバルの商
社がヒットしたりする。 つまり、現在は、わざわざ香港の南北行を経由しなくとも、ナマコを世界












のこれなのか というのはいまだにわか らないのだが、おそらくは食感であろう。 とにかく、この




この ようなナマコにまつわる話か ら、何がみえてくるのか。 柳田國男の 『木綿以前の事』を例
に、食文化研究の意義 を考えてみたい。柳田は一貫 して、「感覚」にこだわる。それまでは麻を着















と呼ばれている。R劇 ヨθ艶 ノは、三方参である。この3種が、熱帯では珍しく刺 とげのあるナマ
一般名 学名 英語名 漢語名
1bakungan H.ηoわf万s blackteatfish 顔参、烏石参、鳥岩参、黒参
2putian Hscabrヨ sandfish 禿参、頽参、脱皮参、白脱参
3blackbeauty Haなa lollyfish 黒虫参
4khaki Aη1ヨ醐ゴがa11ヨ surfredfish 沙参
5hudhud AθCカ∫ηゴ亡θS deepwaterred丘sh 大鳥参、大烏元参、鳥料参




8hanginan S11θrロ1aηηfG主2) curryfish 玉参
















15treskantos Eμrヨe漉f orange且sh 三方参










































表1フ ィリピンで流 通す るナマコの 一般名 と学名 、英 語名 、漢 語名
出所:[赤嶺n.d.]。学名 と英語 名 はCannon,Silve葛andEstep(1994),SPC(1994),McElroy(1990>,Preston(1990),Holland(1994)を
参 照 した。
注12000年10月以 降にあ らた に流 通 しは じめた。
注2以 前はS四 が㎎a加sと よばれて いた もの(Samyn2000;Lambeth2000)。流 通過程 にお いて は、名 称 も価 格 もお な じであ る。
注3Ema㎜o凹`3(chalkfish)あるいは81イ漉 ηsで5(brownsan面sh)であ る とお もわれ る。Cannon,SilveLandEstep(1994)は両種
を異名 としてい る。
注4=Am辺 ヨrfs(blas㎞sh)とAlecaηora(stone且sh)の2種を さす。
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たしたちは、中国料理 というひとつの範躊で考 えがちだが、地域によって大きな差がある。 ここ
では、料理の仕方が違い、使うナマコの種類 も違う、ということを覚 えておいていただ きたい。
驚 くべ きは、「日本なまこ」という名称が、クローフォー ド(Crawfurd)という、当時のイギリス


















これのナマコは水から揚げると溶けやす く、加工する直前 まで海水 につけておいて、一気に加工
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命倫理の構築 を迫っている。今 日、「リサイクル」という言葉は、各家庭の具体的な日常生活か ら、
思想・哲学の分野に至るまで、様 々な形で関心 をひき、論 じられている。
都市から生 じる廃棄物の問題は、先進国だけではなく、すでに発展途上国においても深刻な問















さまを強調するのではなく、むしろそのような広がりの各所に生 じる 「むら」に注 目していく。消




先進国におけるごみ処理のシステムの多 くは、機械化 ・自動化 を目指 したものであって、経費と












理 もままならなかった。 さらにヨーロッパ とは大 きく異なり、紙類 プラスチック類があまりなく、
はるかに大 きな割合 を生ごみが占めているというごみの内容 に対 しても、十分 に配慮されてい
なかった。
こうして新システムは、効果が上がらないうえに経費がかさんで頓挫 したが、さらに悪いこと




都市には、そこで廃棄された物 を利用 して生活を成り立たせている人々がいる(注1)。彼 らは
ごみを、資源 として、あるいは何 らかの手を加えた商品 として再び経済活動に戻す役 目を果たし
たり、あるいは廃品をそのまま自らの日常生活で使用して暮 らしたりす る。 こうした人々は、一
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定の規模に達した町ならば、どの時代のどの地域にも存在する。
たとえば19世紀のパリにおいて、くず屋の活動は非常に活発であったという(注2>。当時の文
学作品や社会調査 において、 労働者階級はひとまとめにされて 「放浪の民」「野蛮人」「未開人」
などと記述された。 それが19世紀後半に入 り、常勤の工場労働者が増加すると、彼 らは、「貧乏









まとっている。 くず屋 とは、社会的な有用性や貢献度を強調する同情的な擁護 と、他方の根強い



























地 図1東 ヌサ ・トゥンガラ州 全体 図(NusaTenggaraTimurDalamAngkaより)
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の「NTT」は、しばしば 「NantiTuanTolong(ご主人様が助けてくれるの を待 ちなさい)」、
あるいは、「NasiTidakTentu(満足 に食えない)」の略なのだと揶揄されることがある。こうし




には雨はほとんど降 らない。 農業には不向きな環境であり、古 くから行われている焼畑農業は、
人ロ増加に対応できるシステムではない[Rowland1992:xvii一㎜ ]。
この地域 における政治、経済活動、教育の中心 とされるクパン市は、面積は160km2、24万人



































地 図2西 ティモールの民 族分 布([Ormelingl957二68]より転 載)













































今後の調査において明 らかにせねばならないのは、 くず屋 たちのティモール人 というエスニシ
ティが、彼ら自身およびその他のエスニックの人々にとって持つ意味についてである。ティモール















クパ ンでは全部で7組 のグループが確 認されたが、
2組を除いてボスは全てジャワ人であった。残 りの2
組のボスは、それぞれ中国人 とティモール人である。
写真2ク パンの大通 りを行 くくず屋





















もいる。 彼 らは、一定:量の廃品がたまるとくず屋 グループに売りに行















の町出身の若者であるが、彼 らはクパンにやって きた理由を「現金 を得るため・仕事 を得るため」
と語る。また、農閑期の農夫が、出稼ぎ労働として定期的にくず屋 を行ってもいる。これ らの人々
にとってくず屋業は、単なる急場 しのぎではなく、同 じ組織 に属する者たちとともに集団で取 り


















前節で整理したようなくず屋の性質を踏まえて、 これから検討していくべ き具体的な トピック
を3点あげてお く。
参加の消極性
くず屋 グループは、親方 と古参 ・新参のメンバーからなる同業者の組織である。ふつう同業者組
織においては、その仕事に要求 される技術の習熟の度合いが重視され、それが組織内の立場に
242 第4部 地域 か らの視 点 と トランス ナ シ ョナ リテ ィ研究



















膿 謙 瑞:1灘 騨 加えることも'そうした対処とし
玩具売りへの 「偽装」
くず屋の中には、廃品回収だけでなく玩具の商いを平行して行う者










玩具販売 を行 うくず屋 は、「ティモール人にはできない」とされている「商売」の領域 に足 を踏
み入れている。たくさんの子 どもとその親を引きつける彼らの場合、他のメンバーに比べて仕事
中の他者との接触ははるかに多 くなる。 だが、「彼 らは『くず屋』であることがいやだからああし







パ ンのような地方都市 とは比べ ようもなく、処分場までのごみの運搬コストや、使用可能期限が
限界に達 した後の新たな処分場の確保など、さまざまな問題を抱 えている。
こうした状況に対 し、たとえばインドネシア第2の都市バンドゥンでは、1980年代か ら、ごみの









日本の北九州市 を中心 とする「アジァ環境協力都市」の一つ として、国境や先進国/途 上国とい
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品を運搬し処理す ることが意図されていた可能性は低い。すなわちまだ仮説 にす ぎないが、イン












生業について、エスニシティ、宗教、仕事、農村 一都市関係といった要素 を絡めて考察 していきた




1「 くず屋」 とは呼 ばな いが、日本 な ど先 進国 のホームレス の多 くもこれ にあて はまる。 ホームレスの 「くず屋」としての側面 につ
いて は[Gowan2000]などを参照。 また、アメリカのホームレス につい てリンチは、「生 きてい る人間 の廃棄」として、「彼 らはわず か な所 持品
を持 ち、移動 をつづ け、公共 的な空 間で寝起 きす る。人 び とか ら無視 され 当惑 されて も、ゴ ミ漁 りと物乞 いで生 きて いる。危 険で ある というよ
り危 険に さら され てお り、つね に襲 われた り暴 行の被 害 を受け てい る。 か つて は彼 らを収 容 して いた精神 病院 か ら大量 に追 いだ され、都 市に
群れ てい る。」と述べ てい る[リンチ1994;99]。
2[シ ルギ ー1999]の、第3章 「くず屋 の時代 」に詳 しく記述 されて いる。
3く ず屋 をめ ぐるこうした事情 は、なに も途上 国の インフォーマルセクターのくず屋 にのみ 限ったこ とではな い。 日本 の市 の職員
であ る清掃作 業員 であって も、日々の仕事や 、市職員 の中で も低 く見 られる地位 な どへの葛 藤 を抱 えて いるケースがあ る[坂本1995]。
4こ の節 で用い た数値 は、NusaTenggaraTimurDalamAngka2001(東ヌサ ・トゥンガラ州 統計 資料2001)、および州 のオフ
ィシャル ・サイトに基づ いてい る。
5ア トニにつ いては、シュル トノー ドボル トに よる大 著[Schu玉teNordholt1971]があ る。なお、現在 のクパ ンにおい て、他のエス
ニック・グループに どれ ほ ど「ア トニ」という名 が知 られてい るのか 、またそ もそ も、調査対 象で ある くず 屋 たちに とって 「アトニ」という名 が現
在の生 活 において どの ような意 味合 いを帯 びてい るのか が、現段 階で は不明で ある。 本稿 におい ては暫定 的 に、彼 らを扱 った先行研 究で しば
しば用 い られ てきた表記 に従 い、彼 らの ことを単 に 「テ ィモール人」と表 記 してお く。
6ク パ ンに範 囲 を限定 した もので はな く、西 ティモール全域 にお けるア トニ の人口で あるが 、1930年に は18万人、1952年には30
万人 とされ 、1966年に は、西 ティモールの総 人口80万 人の うち60万人 以上 、とい う数 値が残 され てい る[SchulteNordholt1971:1,19]。
7「 クパ ン語」について は、[Fox1981=377}[小池1998:56-57]がその存 在 につい て触 れ てい る。17世紀 以来の オランダ人 に
よる 間接 的 、直接 的 な支配 の過程 で発生 したマレー語 の変種 とされ、クパ ン市 とそ の周辺 に分布 してい る。
8ペ ットボ トルやビニール袋 な どは、他 の 回収物 とは違い 、クパンの町の現 地 におい てリサイクルされ る。 ごみの 中でもこれ らを
専 門に扱 うグループが、彼 らの作業所 で手作 業で切 り裂 き、洗 浄 し、天 日で乾燥 させ た後 、工 場 の設備 内で溶 か して ビニールの紐 に作 り変えて
い る。
9テ ィモール島の 中心部 に分布す るベル人 の ことを指す 。
10さ まざまなエスニ ック・グループで構成 され る現 代 のティモール島の社 会で あ るが 、 中で もロティ島か らの多 くの移民 を特徴 と
してい る。彼 らは18世紀 の中 ごろ、東 インド会 社が ティモール島へ本 格的 に進 出す るにあたって兵 隊の役 目を果 た し、オランダの政 策に したが
って、これ以降 本格 的にティモール島へ 移住 して きた。19世紀 の終 わ りに は、クパ ンの湾沿 いの ほぼ全域 が ロティの居 住地 となった[Ormeling
1957:146-148]。それか らの彼 らは、 植民 地行 政内 でサーバ ントとして さ まざまな役割 を果 たす とともに、 自 らの利 益 を守る ための組織
的 な政治 活動 も行 うようになる。 そ して独立 後 には、 教育 が高 く、 経験 もあ るロティ人は、 政 治的 に重要 なポジションを占め るようになった
[Ormeling1957:223-225]。こ うして現在 の彼 らは、ティモール島の政 府や 教会 、そ して教育 の分野 にお いて高 い位置 を占め てい る。
11NusaTenggaraTimurDalamAngka2001よ り。
1219世 紀 のパ リの くず屋 た ちは、パ ンくず 、オレンジの皮 、金属 類、コルク類 、400種類 ものぼ ろ布、骨、捨 て られたブ ラシにか らみ
つ いた髪 の毛 といった さ まざ まな物 を分別 し、そ れぞ れの再処 理 ・販 売の ルー トに載せ て処 理 して いた[シルギー1999168-72コ。
13こ れ らの玩具 の多 くは、日本 の子供 向 け番 組 のキャラクター をかた どった、中 国製 のコピー商 品で ある。
140DAの プロジェク トの案 件形 成段 階にお いて、新 しい知見 やアイデアを公募 によって求 める 「制度提 案型 案件形 成調 査」の 第1
号 として、北九 州市 の提案 が採用 され た。詳細 につ いて は、国際協力 銀行(JBIC:JapanBankforInternationalCooperation)や、北九 州
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●Poerbo,Hasan.1991"UrbanSolidWasteManagement孟nBandung;TowardsanIntegratedResourceRecovery
System."E加ゴroη1θη`aηゴ励aη1zヨがoη3(1)=60-69.
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(新聞発 表2002年4月16日)http:〃wwwjbicgojp/autocontents/japanese/news/2002/000050/
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た。RAの皆 さん一後藤正憲、中川理、松川恭子、森田良成、木村 自の5名一の働 きがなかった ら、
本プロジェクトは現在のようには運営されていなかっただろうと思われる。 とくに、プロジェクト
のかたちと内容 も定 まらず、事務的にも混沌 とした状態にあった、平成14年度の3、4ヶ月におけ
るRAの奮戦ぶりは特筆に価する。また、木村 自さんは、本報告書の編集事務という困難な、かつ
締切に追われた仕事 を一手に引 き受けてくださった。
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